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取扱説明書 
 

 

 

 

 

品 名  エアオイルユニット 

 

機 種  ＡＨＵ２－１００／１６０ 

 

 

 

 

 

 

 

《安全にご使用いただくために》 

ご使用いただく上でまちがった
取り扱いを行いますと、商品の性能
が十分達成出来なかったり、大きな
事故につながったりする場合があ
ります。事故発生がないようにする
ためにも、必ず取扱説明書を熟読
し、内容を十分ご理解の上取り扱っ
てください。 
注意事項に記載している内容は、

特に注意を払う必要のある事項で
す。これらの注意事項を守らない場
合は、作業をする方や装置に危害が
加わることが考えられますので、必
ずその指示に従って取り扱ってく
ださい。 
尚、不明な点がございましたら、

弊社へ問い合わせてください。 
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安全にお使いいただくために 
 

  ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ

の危害や損害を未然に防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさ

と切迫の程度を明示するために、「危険」「警告」「注意」の三つに区分されています。

いずれも安全に関する重要な内容ですから、ＩＳＯ ４４１４※１）、ＪＩＳ Ｂ ８３７

０※２）およびその他の安全規則に加えて、必ず守って下さい。 

 
危険： 

切迫した危険の状態で、回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性

が想定されるもの。 

 警告： 
取り扱いを誤ったときに、人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定

されるもの。 

 
注意： 

取り扱いを誤ったときに、人が傷害を負う危険性が想定されるとき、

および物的損害のみの発生が想定されるもの。 

※ １）ＩＳＯ ４４１４：Pneumatic fluid power Recommendations for the application 

of equipment to transmission control systems 

※ ２）ＪＩＳ Ｂ ８３７０：空気圧システム通則 
 

 
警告 

●空気圧機器の適合性の決定は、空気圧システムの設計者または仕様を決定す

る人が判断してください。 

● 充分な知識と経験を持った人が取り扱ってください。 

  圧縮空気は取り扱いを誤ると危険です。空気圧機器を使用した機械・装置の組立て

や操作、メンテナンスなどは、充分な知識と経験を持った人が行ってください。 

●安全を確認するまでは、機械・装置の取り扱い、機器の取り外しを絶対に行

わないでください。 

  １）機械・装置の点検や整備は、被駆動物体の落下防止や暴走防止などがなされてい

ることを確認してから行ってください。 

  ２）機器を取り外す時は、上述の安全処置が取られていることを確認し、システム内

の圧縮空気を排気してから行ってください。 

  ３）機械・装置の再起動を行う場合は飛び出し防止の処置を確認してから行ってくだ

さい。 

●仕様に適合した環境でご使用ください。 

   原子力・鉄道・航空・車両・医療機器・飲料や食料に触れる機器・娯楽機器・緊急

遮断装置・プレス用安全装置・ブレーキ回路・安全機器など人や財産に大きな影響が

予想され、特に安全が要求される用途や屋外で使用される場合は当社にご連絡くださ

るようにお願いいたします。 

使用圧力範囲・電気定格・使用流体は、カタログ仕様内で使用して下さい。 
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１．機器構成 

 

フローコントロールバルブ付 スロットルバルブ付 

 

 

 

 

 

 

 

２．使用上の注意事項 

 

・圧縮空気は清浄で水分の少ない空気をご使用ください。 

  ・制御弁作動用パイロット圧力は、０．４×メイン圧力＋０．２ＭＰａ以上０．７Ｍ

Ｐａ以下です。パイロットポートとエアポート（メイン圧力）へ圧力配管してくだ

さい。 

  ・オイルゲージ管（アクリル製パイプ）に対して、有機溶剤の雰囲気がある場所での

ご使用は避けてください。 

  ・アクチュエータの片側油圧制御は、アクチュエータ内部のエア漏れなどにより、制

御不良を発生することがありますので、両側油圧制御をおすすめします。 

  ・作業終了時など、エアオイルユニットを長時間使用しない時は、油圧油に空気混入

をできるだけ少なくするため、エアオイルユニット内の圧力は排出してください。 

  ・エアオイルユニットを最適状態でご使用いただくために、月１回程度の定期点検を

行ってください。

Ｎｏ 名 称 Ｎｏ 名 称 
① 給油プラグ ⑦ 制御弁（フローコントロールバルブ） 

② オイルゲージ管 ⑧ 制御弁（スロットルバルブ） 

③ コンバータ ⑨ エアポート 

④ パイロット電磁弁（スキップ弁） ⑩ パイロット用ポート 

⑤ パイロット電磁弁（ストップ弁） ⑪ オイルポート 

⑥ 手動操作ボタン ⑫ ドレンポート 

 注意 
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３．取付・配管方法 

 

取付方法 

  ・エアオイルユニットは、必ず鉛直方向に取付けてください。 

  ・エアオイルユニットの取付位置は、エアオイルユニットの油面の下限が、アクチュ

エータの油部の上限位置より高くなるように取付けてください。 

 

 

  配管方法 

  ・配管内部はフラッシングして、ゴミ・異物を除いてください。（鋼管を使用する場合

は、亜鉛メッキ鋼管を使用してください。） 

  ・油側配管は、できるだけ短く、内径の大きいものを使用してください。（配管による

圧力損失を出来るだけ少なくし、効率の良い使い方をおすすめします。） 

  ・配管部分に極端な内径差があると、安定した速度が得られなくなります。 

  ・継手部分が絞られたり、９０度エルボが多いと、所定の速度が得られなくなります。 

  ・配管後、各接続部分の漏れがないことを確認してください。 

 

４．給油方法 

 

適用作動油 

・油温－５゜～＋５０℃の範囲で油の粘度が、１０×１０－６～１００－６ｍ２／ｓの鉱

物性作動油をご使用ください。 

 

 

給油手順 

  メイン圧力は抜いてください。 

①シリンダのピストンを必ず給油する側のストローク端 

に移動させます。（図１） 

  ②シリンダのエア抜きプラグを緩めます。（図２） 

③フローコントロールバルブ・スロットルバルブを開に 

します。 

④ストップ弁付の場合（パイロット電磁弁がノーマルク 

ローズの場合）パイロットポートに規定圧力を供給し 

手動または通電してストップ弁を開の状態に保ちま 

す。（ノーマルオープン形のパイロット電磁弁の場合 

は、非通電で弁は開いています。） 

  ⑤エアオイルユニットの給油プラグを開け、給油します。

 注意 

 注意 

 注意 

 注意 
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  ⑥シリンダのエア抜きプラグから、油と一緒に空気が出なくなったら、エア抜きプラ 

グを閉めます。 

  ⑦エアオイルユニットのオイルレベル上限まで給油します。 

  ⑧さらにシリンダの反対側に給油する場合は、①～⑥まで同じ手順で行ってください。 

  ⑨再度空気抜きを行ってください。 

⑩コンバータの油面の上下する範囲を確認し、上限（赤マーク）まで給油してくださ

い。 

 

 

油の交換 

  ・作動油にドレンが混じり、白濁したり劣化したり変

色したりした場合は、新油と交換してください。尚、

新油は旧油と同じ銘柄の油を使用してください。 

・油を抜く場合、エアオイルユニット中の圧力を完全

に抜いてから油を抜いてください。コンバータの油

を抜く場合は、（図３）に示すドレンポートから抜

いてください。尚、同時にアクチュエータの油も交

換してください。 

 

５．操作・調整方法 

 

手動操作 

  試運転は低圧で実施し、順次所定の圧力まであげてください。（試運転時から、パイロ

ットポートには規定圧力を供給しておいてください。）試運転や給油時に、ストップ弁

やスキップ弁の手動操作を行う場合は、次の方法で行ってください。 

   ・スキップ弁・ストップ弁のノーマルクローズ形は、バルブ本体横にある押ボタン

を押してください。（図４） 

   ・ノーマルオープン形は、バルブ本体上部取付キャップにある押ボタンを押してく

ださい。（図４） 

 注意 

 

 注意 
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  流量調整方法 

・ロック用の六角穴付止ねじ（Ｍ５）をゆるめます。

（図５） 

  ・調整ノブで必要流量に調整してください。左に回 

 すと流量が多くなり、右に回すと流量が少なくな 

ります。 

  ・調整が終わりましたら、ロック用六角穴付止ねじ 

を締め、ハンドルをロックしてください。 

 

中間停止と二段速度制御 

  ・ストップ弁・スキップ弁ともパイロット式２方弁ですので、パイロット電磁弁を 

ＯＮ‐ＯＦＦさせ通路を開閉し、シリンダの中間停止または早送りをします。 

  ・ストップ弁・スキップ弁のパイロット電磁弁には、ノーマルオープン形とノーマル

クローズ形の２種類があります。パイロット電磁弁の種類によってストップ弁・ス

キップ弁の作動状態は次の表にようになります。 

 

 

 

 

６．ソレノイド配線方法 

  ①リード線は次のものをご使用ください。 

    

 

 

  ②リード線を、リード線取出口ナット、リード線ワッシャ、リード線パッキンおよび

リード線カバーに通してください。（図６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③カバーの取付方向を決め、リード線の被覆をはがしてください。先端をよって細め

てください。

 注意 

 

通路状態  
パイロット電磁弁の種類 

非通電時 通電時 
ノーマルクローズ形 閉 開 スキップ弁 

ストップ弁 ノーマルオープン形 開 閉 

ソケットの種類 適合ケーブル外径 適合接続電源 
ＤＩＮソケット φ６～１２ｍｍ ０．５～１．５ｍｍ２ 
ＤＩＮソケット（オレンジランプ付） φ６～１０ｍｍ ０．５～１．５ｍｍ２ 
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④角ソケットをリード線カバーより取り外し、端子ねじをゆるめ、リード線を差し込

んでください。端子の（１）（２）を使用し、またアース配線をするときは、アース

端子にリード線を接続してください。（図７）ＤＣの場合もランプ付の場合も、接続

極性の制限はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤リード線カバーをかぶせ、カバー止ねじを締め、ソレノイドコイルにしっかりと取

付けてください。（推奨締付トルク０．４Ｎ・ｍ） 

  ⑥リード線を軽くひっぱった後、リード線取出口ナットをねじ込み（推奨締付トルク

０．６Ｎ・ｍ）、次にリード線止め金具のねじを締め付け、リード線を固定してくだ

さい。 

・リード線出口ナットを脱がすと、リード線カバーにはＧ１／２のねじが切られ

ております。コンジット配線をする場合にご利用ください。この場合カバーは

樹脂製のため、あまり強く締め付けないようにしてください。（図８）（但しオ

レンジランプ付のＤＩＮソケットの場合、リード線カバーのネジサイズはＰｇ

１１となります。） 

    ・リード線カバー、リード線取出口ナット等の材質は、ポリカーボネイト樹脂を

採用しております。ガソリン、シンナー、トリクレン等有機溶剤を使用する雰

囲気では、それらが侵される場合があるので十分注意してください。 
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７．保守点検 

 

日常点検 

  初期作動時と比較しながら、次の点を主な点検項目としてください。 

   ・作動油の劣化状態 

   ・作動油の量 

   ・アクチュエータの作動状態 

   ・電気系統の不良（コード・スイッチ類の汚れ、破損など） 

   ・外部漏れ 

   ・ストップ弁の作動状態（中間停止するかどうか） 

   ・スキップ弁の作動状態（速度変化があるかどうか） 

 

 

  定期点検 

  エアオイルユニットを最適状態でご使用いただくために、月１回の定期点検を行って

ください。主な点検項目は次の通りです。 

   ・日常項目の詳細点検 

   ・取付ボルト・継手類のゆるみ 

   ・作動油の汚染状態 

   ・パッキン・シールなどの消耗品の点検・交換 

 

 注意 

 注意 
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８．仕様 

  本体仕様 

制 御 弁 フローコントロールバルブ付（圧力補償付） スロットルバルブ付（絞り弁） コンバータ部 

複 合 弁 
項 目 

スキップ弁／ 
ストップ弁付 

スキップ 
弁付 

ストップ 
弁付 

－ 
スキップ弁／ 
ストップ弁付 

スキップ 
弁付 

ストップ 
弁付 

－ 
ストップ 
弁付 

－ 

メイン圧力 ０．２～１ＭＰａ ０．０５～１ＭＰａ ０～１ＭＰａ 使用圧力
範囲 パイロット圧力 ０．４×メイン圧力＋０．２ＭＰａ以上０．７ＭＰａ以下 
耐 圧 力 １．５ＭＰａ 
使 用 流 体 一般鉱物性作動油（１０×１０－６～１００×１０－６ｍ２／ｓ） 
流体温度および周囲温度 －５～＋５０℃（但し、凍結なきこと） 

限 界 流 量（注１） φ１００：８５Ｌ／ｍｉｎ  φ１６０：２２６Ｌ／ｍｉｎ 
最少制御流量（注２） １０Ｌ／ｍｉｎ － 
圧 力 補 償 能 力 負荷６０%以下で流量変化が±１０％以下 － － 
取 付 方 向 鉛 直 方 向 

   （注１）コンバータ油面速度２００ｍｍ／ｓの時の流差。これ以上の流量で使用されると、制御性が著しく損なわれます。 

（注２）作動油の粘度 １００×１０－６ｍ２／ｓ の場合です。 

 

 

  コンバータ容量 
容量（Ｌ） 

内径 
1 1.5 2 3 4 5 7.5 10 12.5 15 20 

φ１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － 
φ１６０ － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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